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年頭のごあいさつ
2019年

豊浦町議会議長 工藤 敏和

　町民の皆様、明けましておめでとうございます。
　新しい年の始まりをお健やかにお迎えになられ
たことと、謹んでお慶び申し上げます。
　また、日頃より、町政の発展と議会運営に対し特
段のご理解とご協力を賜り、議員一同心よりお礼
と感謝を申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、世相を表す一文字
の漢字に「災」が選ばれ、6月には大阪北部地震、
7月には台風や梅雨前線等の影響による集中豪雨、
9月には胆振東部地震の発生と、大規模災害に多
く見舞われた1年となりました。特に厚真町が震
源地となった胆振東部地震では、北海道で初とな
る最大震度7を観測し、大規模な土砂崩れが多発、
さらに、北海道全域が停電となるなど未曽有の災
害が発生し、多くの人命や家屋が失われ、今もなお
その傷跡を残しています。
　見慣れた景色、毎日の生活が一変する災害、大自
然が引き起こす脅威に人は無力かもしれません。
しかしながら、私たちはそのたびに知恵を絞り、立
ちはだかる大きな困難を克服してまいりました。

胆振東部地震においても、行政間の人材派遣、民間
ボランティアによる支援などが行われており、今
後も復興に向けた協力体制が欠かせません。
　本町においても、平穏で当たり前な日常生活を
守り続けること、その基盤整備づくりを行うこと
は議会に課された使命であります。そのためには、
心豊かに町民の皆様が日常生活を行えるよう、住
みよいまちづくりに尽力し、これからも信頼され
る議会を目指すとともに、一人ひとりの議員が議
会の使命と職責を認識しながら、皆様の負託とご
期待に沿うべく活動してまいります。
　終わりに、2019年は「亥年」で、来たるべき時に
向けた準備を整えている状態という意味があった
り、新たな変化が見られる年だそうです。また、本
年は元号が「平成」から新しい元号に移行され、新
しい時代の幕開けを予感させます。
　この新しい年が皆様にとって輝かしいスタート
となる、実りの多い年になるとともに、ご健康とご
幸運に恵まれる年となりますよう心から祈念申し
上げ、新年のごあいさつといたします。


